
人の流れのシミュレーション

・工学部 情報基盤工学科 准教授 門倉博之
・専門分野：建築人間工学、建設情報学
・研究分野：群集流動、避難行動
・所属学会：
日本火災学会、日本建築学会、情報処理学会

・主な経歴：
東急建設、東急総合研究所を経て2017年から現職

・渋滞や混雑など、人が集まる影響の評価・検証を目的に、人の流
れを観測し、モデル化を行い、人流シミュレーションの開発を行っ
ています。特に、防災分野での活用として、避難行動などのモデル
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す。一方、個人ごとの移動行動
は多様であるため、行動データ
の取得は難しく、地域・産学官
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